
	
		
		
		第３回講座作品集-1
		

	
	
		
			[image: ]
		

	

		
			
				も　く　じ

			

		

		
			
				
					人生に勇気をありがとう

				

			

			
				
					悪原 　満男

				

			

			
				
					7

				

			

		

		
			
				
					発刊に寄せて

				

			

			
				
					4

				

			

		

		
			
				
					ひろしちゃん

				

			

			
				
					伊藤　幸子

				

			

			
				
					19

				

			

		

		
			
				
					『縫いぐるみと私』

				

			

			
				
					Ｍ ♪ Ｈ

				

			

			
				
					37

				

			

		

		
			
				
					ふりかえって

				

			

			
				
					金田　七夫

				

			

			
				
					49

				

			

		

		
			
				受講者作品

			

		

	
		
			
				
					寄　稿

				

			

			
				
					116

				

			

		

		
			
				
					あとがき

				

			

			
				
					122

				

			

		

		
			
				
					ファミリーヒストリー

				

			

			
				
					佐藤　榮一

				

			

			
				
					75

				

			

		

		
			
				
					私の人生、使い手は私

				

			

			
				
					高橋 由紀子

				

			

			
				
					85

				

			

		

		
			
				
					昭和初期の記憶

				

			

			
				
					吉田　勇一

				

			

			
				
					101

				

			

		

		
			
				
					〝大好きな温泉天国山形〟

				

			

			
				
					Ｋ・Ｓ

				

			

			
				
					61

				

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			
				4

			

		

		
			
				　　自自分史書き方講座作品集３に寄せて

				　初夏の爽やかな季節、今年も南山形コミュニテイセンターの「自分史講座」が始まりました。

				　その開講と時期を同じくして、南松原在住の髙橋令子さんから自費出版本を寄贈していただいた。タイトルは「戦争で失ったわたしの人生―中国残留孤児の記録―」と題する三歳で満州に渡り、残留孤児として帰国した境遇を書き記した平和への願いが込められた手記である。この度、それを読みながら、私の脳裏に今でも冷汗が出る苦い過去の記憶が甦った。

				それは、二十数年前山形市において山形市日中友好協会の支援により中国から技術研修生を受け入れ、約一年間地域技術交流を行っていた頃の話である。
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				山形市役所商工課の同僚とその技術研修生の労をねぎらい、場所を移し二次会でカラオケを楽しもうということになった。最初は、中国でも有名な歌「北国の春」等を選曲していたが、しだいに、酔いも回りこれといって思い浮かぶ曲もなくなり、選曲リモコンで適当に押して歌おうということになった。そして、知らない歌でも画面の歌詞頼りに、何でも歌えるというような雰囲気で次々と盛り上がり、選曲をし、一瞬「あッ」と、画面と流れる音楽に凍りついてしまった。音は軍歌。映像は日本人兵隊の行進。日本と中国の関係が最悪の時代のものだった。慌てたのは私だけでなく、動揺は隠せず、酔いは冷め、気持ちは萎えたまま、何もなかったかのようにつくろったのだった。

				　戦後七十余年。時代は変わる。何度転がってもその地には歴史軸があり、生きた民の暮らしがある。先の時代に被った痛みは末裔まで消えない。過ちを繰り返さぬようにとの語りは、日々の暮らしに追われる私達に問いかける。いかなる大義名分や美辞麗句で飾られようと、争いをせず、戦場、沖縄、広島、長崎の出来事をもう二度と繰り返さないでと。手記の扉に、鳩の素描を添えて。

			

		

	
		
		

	
		
			
				人生に勇気をありがとう
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				　父のこと

				　私、悪原満男は、昭和十七年一月二十五日（一九四二年）生、戦争を知らない時代に生まれました。

				父が満州、太平洋戦争真只中に生まれました。

				　それで満州の満を付け、満男と命名したそうです。母の心中身に沁みます。

				幼少の頃は腕白、負けず嫌い、ガキ大将だったとか。さぞ悪学童で、きかなかったのでしょう。この年になり「悪を原って男を満たす」。人のため、世のためを自負し、自分で出来る事、やりたい事。人生楽しく生きたいと思います。

				　昔、親には心配、苦労をかけた事、若げの至りで我がままきかなくて、今想う、親のお蔭と有難さに感謝しています。「親の背を見て子は育つ」と、言いますが。

				　父は大正四年二月二十四日生。勲七等瑞宝章、八等白柄葉章、又剣術第一種及び第二種徴章を授与され、善行磴、射撃賞等々、数多くいただいております。
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				　私には内容が解らないが、いろいろ頂いた父、陸軍軍曹ときいております。

				　今次大戦に従軍、大陸の戦野を転戦、今語りつくせない程、いろいろな事があったでしょう。私には、考えられない心労、苦労、いかばかりだったのかと思います。

				　昭和十一年一月、現役兵として山形第三十二連隊で二年間教育。十二年九月満州に、十四年十二月除隊。十五年には結婚したが、十六年八月に再び召集され、釜山、北安に黒龍江岸の警備。大戦の中、故郷を思い出し家族の夢を見ながら、さぞかし辛かったでしょう、その気持ち解ります。その後も転々と戦役なかば、病名不詳の悪性熱病にかかったそうです。黒河陸軍、神武屯陸軍病院で治療するが、内地送還。当時、太平洋戦争は緊迫、確か終戦近い昭和十九年十月帰って来ました。

				　その時、私は二歳でした。軍服を着て、軍刀を下げ、兵隊さん姿で帰って来たのが、今も瞼に浮かびます。家族は勿論、親戚皆で慶び合っていましたが、私には何が何だかわかりませんでした。父とは知らないで、変なおじさんが来たと思いました。
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				小学校に入学するぐらいまで、父にはなつかず、遊びも話もあまりしませんでした。父は優しく、可愛がってくれるのですが、なぜか馴染めませんでした。母と祖父、祖母を親と思って居たのでしょうか。その後、弟が生まれ、妹が生まれ、「お父さん、お父さん」と呼ぶので、そのころから馴染んだのかなと、今思い出しております。

				　大戦に従軍、戦野を転戦、武勲を務め、戦歴の勇士であったと今思います。

				　しかし、父は終戦後、殆ど亡くなった戦友を思い出し、自分は熱病にかかり、内地送還のため生き延びたと、事あるごとに話してくれながらも、思いに更けて、悩んでいたようです。父は戦場での話は口が硬く、何故か教えてくれませんでした。

				　戦後は日本通運に勤め、昭和四十五年定年で退社。何も言わずに黙々と働いた父。昼は会社勤め、朝夕は野良仕事、定年後は家族、私達のために頑張ってくれました。年老いた体にムチ打ちながらの苦労、多忙な日々、火の車、そんな世の中を生き抜いてきました。

				　父は平成十年九月二十日（一九九八年）八十四歳で亡くなりました。
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				　混迷の時代、貧乏生活、共に苦楽を分かち合いながら、家族のために生き抜いてきた、生き様、そのことに感謝いたします。有難うございました。

				　母のこと

				　母は大正五年三月二十三日生まれ、百一歳です。昨年、長寿慶感謝状を安倍晋三総理大臣より頂きました。

				　夫の出征中、母は女手一つで農耕、家庭にと苦労しながら、父の無事帰還を祈り続けた事でしょう。その苦楽を思うと、今、この年になってやっとわかる事が身に沁みます。

				　私が、定年になったある日、母の行動がおかしくなる。あんなに元気に家事、野良仕事をやっていたのに、なんか物忘れ、思考、記憶が変になりました。家事もなんかトンチンカンプンで、まばら、火の元が一番危なくて、一人きりには出来
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				ないようになりました。

				　数年後、いつもの様に「はけご」にカマ、鍬を背負い野良仕事に出かけたが、夕方暗くなっても帰ってこない。心配して探しに行くと、畑に座って「こわい、疲れた」と。しかしその日は何事もなく帰宅。幾日か経ってまた同じこと、今度は暗くなって、いくら待っても帰ってこない、どうしたんだろう。探しても、探しても見当たらず、さあ大変、親戚にも連絡、手分けして母を探しました。

				　夜九時頃になっても見つからず、行方不明。交番に捜策をお願いし、駐在さんと親戚家族で母探しを始めた、その時に、上山市弁天地のお宅より、「ばぁちゃんいますか」と連絡がありました。上山まで四キロも、野良仕事道具を背負ったまんま、疲れて傷だらけで家の玄関にいると。すぐ迎えに行くと、着いた途端に救急車が待っていました。意識は朦朧、何でこんな遠くまで。無事に生きていてよかった。病院直行。入院させ帰宅。皆で安心、一息しながら家族会議、これからどうしよう。夜も遅いし解散。翌日母の所に行くとケロッとして、「俺何したの」と。
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				顔は傷だらけで、足腰が痛い、痛いという。「二、三日入院させ経過を見てはどうか」と、先生のお話。だが、翌々日、先生より電話があり、「お母さんが聞かなくて連れって帰って下さい。家に帰りたい、帰りたいと。二階の窓から飛び降りて帰ると困らせている。向かえに来るように」。それからは、毎日毎日車椅子通院が日課になり、本当に大変でした。その後完全に脳軟化症、ボケが始まりました。家族みんなで「どうしよう」何もわからず、心配で悩みでいっぱいになりました。

				　年老いると誰もがこうなるんだろうか、母八十六歳、私六十五歳、妻五十六歳。　そんなある日でした。要介護一、そして、あっという間に要介護三。居宅介護センターに相談しました。

				　今日まで何不自由なく、病気一つしないで元気ハツラツだったのに、しかし体は自分の意のままにならず。何もかもできず。気持ちと、やりたい事、考える事が変わり、わがまま放題になりました。呆けた頭で、老いた身体で、口から出まかせ言いたい放題。毎日毎日家族を困らせ悩ませる。デイサービス介護を進められ
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				ました。さて通院初日、その日は、愚図らむずらと、駄々をこねるばかり。

				「ここは俺の家だ。行きたくない」と。何度なだめ聞かせても、家族のいう事は聞き入れられず困りましたが、施設の看護師さんの言葉に乗せられて、しぶしぶ、いやいや行きました。さすが専門員。有難うございます。

				　二、三日施設通いし、友達、訓練、遊び、話し合いが楽しいのでしょうか、喜んで施設に通うようになりました。今度は足腰も弱り、よたよた歩き、少しの隙に、転びました。そのとき膝を打ち、治療入院三十余日。しかし自分なりに良くなったと思いこみ、駄々をこねはじめ、何時もの強情っぱり性格丸出し、「家に行きたい、帰りたい」の我ままが始まりました。即退院です。それからは車椅子生活です。

				　要介護五になり、食べる事は出来るが、今度は着替え、便所、風呂入り、すべてが出来なくなりました。朝昼晩、大変です。まずは妻と相談し、母の介護のため、伏して、伏して拝み倒しお願い。長年勤めた会社を辞めることにしました。家事に介護と、毎日が怒涛の忙しさ。介護する妻が本当に大変で、ストレス、体が満
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				杯でギシギシとか。今度は妻が医者通い、困ったものですね、その気持ちわかります。私も男ながら夫として、何かと手伝いたく思います。しかし、なかなかうまくいきません。生きるために、ショート居宅介護しなければ暮らしてはいけないと思いました。「ワカッテモラエルカナー」。

				　私は兄弟四人で、弟三人、妹一人。自立して幸に暮らしている事が、ご先祖様あって、また親の躾と感謝致します。私の子供も四人、「女二人、男二人」も自分の家を持ち自立、孫六人、大学生から幼稚園児まで親子家族なんとか、一生懸命やっている事が何よりの宝です。

				　母は百一歳、孫二人は一年生と幼稚園児です。孫のお父さんは二年前から仙台勤務、今年よりお母さんも仙台勤務、何て事だろう。世の中上手く行かないなとぼやく。小学生は七時三十分自宅前で見送り、園児は八時三十分幼稚園迄見送りです。父母は八時、山形発のバス通勤。大変大変。妻とともに、娘夫婦もなんと悩み心配する事しきり。困ったものだが、何とかなるだろう。やるしかないのです。
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				　母は老痴園。孫は小学校と幼稚園。幼稚園はロングステイで五時迎え。小学生一年は学童で五時三十分迎えです。「爺も少し呆け」たかな。妻だけに面倒をかけ頼らなければならない。いつも子供、孫たちが笑いながら「爺は婆に怒られてばっかりいる」といわれ、馬鹿にされています。

				　母の介護を家族と家庭のバランスを考え「ホームステイ」、と「デイサービス」にお願いをすることに決めました。はたして行くか、駄々こねるか心配。家にいたい、呆けていながらも俺の家だと身から離れず怒るのが口癖、口喧嘩する母だけど。家が一番住み心地が良いのでしよう。だましながら、怒らせず、「水金曜日、デイサービス」で送迎通い。「土日月曜日、ホームステイ」で泊まりながら。「二日間は自宅で居住介護」です。あれから数十年、家族があっての生活です。今の介護施設に感謝申し上げます。

				　これで何とか成るでしょう。親が居なければ家族構成も成り立たない。年寄りを大切に、たった一人残った母です。家族には頼む、大事にしてくれと頭を下げて

			

		

	
		
			
				お願いしています。今では食事は自分で、でも硬い物は細かく、噛み噛んで、三食、母が怒らないように、だましながら、なだめながら、食べさせております。喜んで食べてくれる母よ、いつまでも。

				　「人生に勇気を」　有難う、感謝いたします。

				　「つよきをくじき、よわきをたすける」。家族皆でやるしかない。「切磋琢磨」。大変な生活の中でも楽しく笑顔一杯、生きて行く為、「負けて泣くのは死ぬより辛い」と、話し聞かせながら。人の為に、自分の為に、明日に向かって頑張ろう。

				まだまだ生きるぞ、有言実行。「憎まれっ子、世にはばかる」、百歳まで、夢と希望を持ちながら、未来に向かって生きましょう。

				　最後にもう一度頑張ろう、そして家族に有難う。
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				ひろしちゃん

			

		

		
			
				伊藤　幸子
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				　一　国民学校

				　私には、三人のひろしちゃんがいます。

				　その私は、昭和十年十月六日、上山市旧中川村金谷の農家の三女として誕生しました。兄弟八名、十二人の大家族でした。

				　昭和十七年四月、中川村国民学校に入学。部落内に小学校があって自宅より五分程の道のりでした。いつも校庭を遊び場とし、ゴム跳びやパッタ、釘差、自転車乗り、ブランコ、滑り台、回旋塔などで暗くなるまで遊び回りました。

				　グラウンドの隅に忠魂碑（戦死した人を祭る碑）があり、「暗くなるまで遊んでいると火の玉が出る」と、いつの間にか噂になっていたので、まだ遊びたいのを諦めて早足に帰るのでした。すると、味噌汁の漂うお膳が座敷に丸く並べてあり、お腹を満たすのでした。懐かしい風景です。

				　昔は、中間（床の間にある部屋）や座敷には、畳をはがし蚕を飼育したのです。
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				ですから、部屋も二十四畳程もあり、蚕棚の下に布団を敷き、兄弟で頭を並べて寝たのです。すると、夜中に「ポタッ、ポタッ」と顔に蚕が落ちてきて、夢中で払うとつぶれて、顔に緑の血がついたりしたものです。

			

		

		
			
				昭和17年４月　長雄兄さん出征前の家族写真
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				　二　初めてのひろし君との出会い

				　年に一度の学芸会、一学年は国語の教科書の「太郎さんと花子さんのおままごと」よりお医者さんごっこをすることになりました。

				　大きな帽子に鞄を持つお医者さん役には、木村ひろし君。その看護婦さん役に、なぜか私が選ばれたのです。それ以来、私の綽名が「ヤブ医者」クラス一の聞かん坊だった男の子がつけた綽名でした。それ以来、ずっと「ヤブ医者、ヤブ医者」と中学まで呼ばれたのでした。

				　三　第二のひろし君

				　昭和十九年、小学校三年生の時。東京より疎開して来た小沢ひろし君。色白で、とっても可愛い男の子。ちょっとお転婆だった私でも密かに胸がキュンとなりまし
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				た。なんと、私の隣に座ったのです。思わず頬を染めたのが私の初恋でした。

				　やがて秋の学芸会、題名は忘れましたが、ひろし君が主役に選ばれたのです。その妹役に、私はどうしてもなりたいと思いました。ところが、ひろし君より私の方がちょっと背が高かったので、他の人が選ばれたのです。私は、悔しくなり、思わず家に帰ってしまったのでした。すると間もなく、

				「先生が妹役に出してあげると言っていたよ。」

				　と、友達が家まで迎えに来てくれたのでした。

				　やがて発表会。「お兄ちゃん、外は寒いね」というセリフに、ちょっぴり赤くなり呼びかけた事だけは、はっきり覚えています。自己満足の学芸会となったのでした。

				　昭和二十年八月十五日、終戦。ひろし君が東京に帰ることになりました。すると、私を「ヤブ医者、ヤブ医者」とからかっていた子が、隣の教室から来て、ガラス窓越しに私の顔を覗き込んでは、

				「ヤブ医者泣いた！」
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				　と、囃し立てるのでした。私も負けじと、学校帰りに鞄を背負ったまま友を味方に棒を持っては追いかけて行くのでした。その男の子とも結構仲良しで、学校帰りに私の家に寄っては、赤く熟んだ渋柿のグミの実を口いっぱい頬張り舌を白くしたものでした。その木に三、四人も登るものだから木が折れ、田んぼに転げ落ち母に叱られたことも、懐かしい想い出です。それっきり、あの可愛かったひろし君とは会えぬまま社会人となりましたが、あの聞かん坊だった子は、今でも大きなスイカ等を家まで持ってきて、

				「おれの力作だー。」

				　と、ドカンと玄関に置いていってくれるのです。
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				　四　第三のひろし君（私の主人）

				　三人目のひろしさんは、実家のお嫁さんの弟で、姉さんとは兄弟の中でも一番気の合う人だったそうです。よく遊びに行っては、少ない給料の中からも、お小遣いをあげていくそうでした。私は、高校卒業後、住み込みで山形に勤務していたので留守だったのです。

				　父母をはじめ兄も、ひろしさんを好きで、よく母は、

				「山形にいる娘の幸子だよ。」

				　と、押し入れ一杯に置いてあった私の写真を引っ張り出しては遊びに行く度に見せてあげるそうでした。主人いわく、「てんまりの様な顔をした写真。あまり見たくもなかったが義理で見ていた。」と、後に笑って語っていました。やがて私も二十七歳。独身を楽しんでいた私を、さぞ両親も心配していたのでしょうか、どうしてもひろしさんに貰っていただきたかったらしいのです。
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				　やがて、その母も胃癌で入院。私が会社を休んで看護することになりましたが、その時も母は、私の顔を見上げて、

				　「ひろしさんは、すごく良い人。あんなに良い人めったにいないから、お前貰ってもらったらー。」
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				昭和30年　お昼休みの散歩　昔の六中前通り
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				　と、母ばかりでなく父や兄からも言われたのでしたが、私も若気のいたりか「親戚の人では…」とか「もっとスマートな美男子がいい」とか外見ばかりに憧れていたのでしょうか。でも、はやり母親です。細く長くなってしまった息遣いながらも、また私の顔を見上げて

				「お前を嫁に出すまでは石にかじりついてでも死にたくない。本当にあんなに良い人他にいないから、ひろしさんに貰ってもらったら。」

				　と、切なそうにまた呟いたのです。その時に私が、「うん、母ちゃん！」と一言言えば、どんなに安心して喜んで他界できたか、それが何よりの親孝行だったろうにと、ずっと後悔していたのでした。

				　昭和三十四年五月二十一日。母親逝去。母が他界して一年後、再度ひろしさんとの縁談が持ち上がりました。余程父もひろしさんのことを気に入ったのでしょう。「親の見てくれた人は、草鞋履いて探してもいない」「親の見てくれた人は、お金出しても受けるべき」などとよく聞きましたが、私も、ここでやっと父に「うん」
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				と返事したのでした。その返事を母の生前に聞かせてあげたら、どれほど安心して喜んで他界できたかと、母亡き後にずっと後悔していました。

				　五　結婚

				　昭和三十八年三月三日。日呂志さんとの結婚式です。当日父は、亡き母の写真を胸に満面の笑み。安心しきった素晴らしい笑顔でした。一番安心し祝福してくれたのも父だったことでしょう。

				　山形市栄町の二階一間での新婚生活が始まりました。主人は靴職人として勤務。当時は台所も無く、水道も外の共同水道でした。飲み水や洗い水を狭い階段を上り下りして運んでいたため、全身より汚水をかぶり転げ落ちたこともありましたが、幸せな日々でした。
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				昭和38年３月３日　いざ、谷柏 日呂志さん宅へお披露目
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				　六　借家と引っ越しの連続

				　昭和三十八年六月十一日。山形市桶町の借家に引っ越しました。御蔵を改造した一間での生活でした。

				　昭和三十九年三月六日。長男浩之誕生。とても優しい大家さんに恵まれ赤ちゃんを大家さんのお風呂に入れていただくなど、大変親切にしていただいたのですが、一間では狭く、残念ながら引っ越すことにしました。丁度その頃、新潟地震で思わず赤ちゃんを抱っこして外に夢中で飛び出したことを覚えています。

				　七　独立と開業

				　昭和三十九年七月二十四日。山形市八日町の借家に引っ越しました。大家さんの車庫の一部を改造し、二階二間を居間、下を店舗とし、「まるい靴店」として初

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			
				31

			

		

		
			
				めての独立。その年、東京オリンピック開催。我が家も初めてカラーテレビを購入し応援しました。

				　昭和四十二年十月十日。初の体育の日に次男が誕生し、健治と名付けました。

				　住居が西日のまともに当たる道路沿いだったので、夏には室温が四十度近くにもなり、部屋に熱がこもり、赤ちゃんを廊下に寝せてみたり、夜中に何度も汗だくの下着を取り替えたり、日中の疲れをゆっくり癒すことも出来ない日々でしたが、とても幸せな時間でした。

				　当時、日大の学生さん達にブランド
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				昭和55年　香澄町　まるい靴店
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				商品のリーガルシューズ等が人気で、順調に売れました。しかし、十五年もお世話になった借家も返還することになり、引っ越すことになったのでした。

				　昭和五十四年七月一日。第二小学校近くの香澄町に移動。新たに「まるい靴店」として開業。当所で六年間営業したところで、大家さんの都合で借家をまるごと買うことになり、大きな借金をしましたが、売り上げも上々でした。

				　昭和五十九年三月二十八日。閉店売り出しを始めました。店舗前の道路拡張と、大型店舗の靴流通センターの出現により、小規模な我が店舗では、大きな波に押され維持することが難しくなり閉店を決意したのでした。

				　閉店売り出しには、これまでの顧客がたくさん来て下さり、全ての在庫を捌くことができ、本当にありがたかったです。
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				　八　転職と新築

				　昭和五十九年九月二十六日。山形市八日町に借家。主人の腕を頼りに二人で靴製甲の仕事に転職。

				　平成四年六月二十八日。蔵王成沢に新築し現在に至る。日呂志さんと結婚し「まるい靴店」開業。五回の借家暮らしにピリオド。六回目の引っ越しで漸く新築の家に落ち着き、幸せな日々でした。
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				平成９年５月　松山公園　キノコ杉並にて
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				　九　感　謝

				　平成十九年三月二日、日呂志さんが体調を崩し、県立中央病院に入院。五ヶ月間の入院に苦しみましたが、平成十九年八月十一日午前一時三十五分、看護も空しく急死となりました。

				　あんなに元気だった日呂志さん。急な入院生活にもよくがんばったのでしたが、残念でした。

				　日呂志さんは、何事にも寛大で努力型。よく働く方でした。好きな乗馬や渓流釣りも堪能できたし、二人の息子にも恵まれました。楽あり苦ありの人生でしたが、日呂志さんとの出会いに、親の見る目の大きさにも感動しました。その愛した日呂志さんも亡くなった今は、周りの方々に見守られ、本当に幸せな出会いだったと、悔いることなく、幸せ者と感謝しながら日々を過ごしています。
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				平成10年　松山公園にて

			

		

		
			
				昭和39年　乗馬好きの日呂志さん

			

		

	
		
		

	
		
			
				『縫いぐるみと私』
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				　　　　　　　＊

				　私が一番最初に「縫いぐるみ」を作ったのは、中学二年生の夏休みの宿題で作った物だった。

				　母が持っていた古い雑誌に、可愛いりすの作り方が載っていた。あり合わせの茶色のウール地で型をとり、木綿わたを詰め、何で目をつけたか思い出せないが、黄色の木綿地に赤いビーズの飾りをつけたボンネットをかぶせた。

				　手をちょこんと前にして座った二十センチ位の大きさで、とても可愛く出来上がり、私は大満足だった。が、校外の展覧会に出品した後、何故か私には返って来なかった。

				　私は、母が高等科の頃に、裁縫は上手だが手が遅いと言われたと聞いていた。私が針と糸で何かを作り上げる事に興味が出てきたのはこの頃からだと思う。         　        　　　　　
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				　　　　　　　＊

				　私の上の娘が幼稚園のころ、ＮＫＨテレビで真理ヨシコの「おかあさんといっしょ」に「ヤンヤンくまの子ムーくん」という子ども向けの番組があった。真っ赤な縫いぐるみの子ぐまのムーくんが、真理ヨシコのお話や歌に合わせて、指人形と棒使い人形で動く表情が、いきいきとしてとても可愛かった。

				  私はあまりの可愛さに作りたいと思った。絵本を見ながら障子紙で型紙を書き切り取り、セロテープで貼り合わせ、出来上がりを見当した。球形の頭を作るのに型紙を何度も作り直し苦労した。

				　赤いネルで球形の頭に半円形の大きな耳、白いフェルトの丸い目に大きな黒い瞳、グレーの口、手のひらと足の裏に白い肉球をつけ、赤の毛糸玉の尾っぽでバランスをとり、お座りさせた。二十六センチ位の高さで、まあまあの出来上がりだった。あの頃は今日の様な化繊綿がなく、ウレタンチップだった。今も娘の部屋で色あせ
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				たが、新しい仲間の間に座っている。

				　　　　　　　＊

				　子供が三年生、近所の仲良し二人姉妹が仙台に引っ越す事になった。何かプレゼントをと思い、少し気合いを入れて作ったのが、サンリオのキャラクター、パテイ＆ジミーの人形だった。絵を見て、特徴をつかみ型紙を作り、スカートとズボンをはかせた。ジミーの髪がクリンクリンの巻き毛で、毛糸でそれらしく作るのに苦労したのを思い出す。

				　あの頃は、主人も私も丈夫で若く、主人の会社の配送センターの管理人をしていた。私は冬は除雪、雪が消えれば雑草との戦いで苦労はしていたが、子供と共に成長する楽しい生活だった。
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				　　　　　　　＊

				　三才の孫、男の子Ｄが恐竜の絵本を見て、最強の恐竜といわれている「ティラノサウルスを作って」とねだってきた。デパートの玩具売り場には無かったらしい。図書館でティラノサウルスの絵が載っている本を借りて、型紙を工夫し、恐竜らしく見える布を探し作った。足の爪はフェルトを木工用のボンドで塗り固め、尻尾でバランスをとり立たせた。が、Ｄは出来上がったティラノサウルスを見て喜ばず、「違う、違う」「おっぽぴん、おっぽぴん」と半泣きで言う。私には良く分からなかったが、とりあえず脚の縫い付け位置を変え、尻尾が地につかなくとも立つようにした。するとＤはニコニコ大いに満足し「おっぽぴん、おっぽぴん、かっこいい」と喜んでくれた。　

				　しばらく後にティラノサウルスの尻尾が地に着いてない正確な骨格が、何処かの博物館に新しく展示された、とテレビで知って合点した。三才のＤは多分、父親か
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				ら聞いたその情報を、うまく私に伝えられなかったのだと。

				  次にＤからの注文はトリケラトプスだった。丁度何処かで手に乗るような小さなフィギアのトリケラトプスを見つけて、それを見本にしてあまり労せず作れた。

				　その後もＤから次々と注文された。タオル地で作りアクリル絵の具で塗り固めた首長恐竜は、あまりそれらしく出来なかった。

				　背中に大きな扇子をつけた様なスピノサウルス、亀の様な形で背中に二十個以上の瘤、尻尾の先にも大きな瘤を持つアンキロサウルス、翼竜のプラノドンと続き、それぞれ特徴を掴んでなるべく強そうに、体長二十五センチから三十センチ位に作った。

				　最後に作った翼竜プテラノドンは一番苦心した。蝙蝠の鈎がついている様な翼を、大きく細く長くアルミニウムの針金で工夫して付け、細くて長い赤い口と、Ｄの喜ぶ顔を思いながら作った。

				  当時の私には、恐竜の知識は殆どなかった。今日のようにネットやスマホで容易
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				に調べられない。その都度書店や図書館で調べて工夫して作ったにせよ、今それを見たら、化繊わたと一緒に、愛情という詰め物が入ってなかったら、幼児が手にするただの縫いぐるみだったろう。家事とパートの合間に、我ながら良く作り続けたものだと思う。

				　「ばあちゃん、僕の恐竜たち、今ぼくのハンモックで皆お休みしてるよ、プテラノドンは飛んでるけどね。」と言っていたのは随分前のこと。今年から社会人になったＤは、その後あの恐竜達をどうしただろうかとフト思う。

				　一連のＤの恐竜作りの間に作った物の中で、一つだけ手元に残った恐竜がある。

				　Ｄが、上のＡちゃんとお揃いで縫ってあげたズボンを「こんな女の子の模様は僕いやだー」と駄々をこねた。そのズボンの余り布で作ったステゴサウルスだ。娘に縫った妊婦服の端布で、背中に二列に並んだ団扇状のものと、尻尾の先の角を作り、白に赤のビーズで目をつけて、小型で可愛く仕上がった。

				　グレーに黒の豹がらを、Ｄは何故ごねたのか分からない。そして後で「このス
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				テゴサウルス小さくてめんこい、僕に頂戴」と何度もせがまれたが、重なる思い出があり渡せなかった。  

				  三月転居して来た市営アパートの二階、玄関は分厚く重い扉を閉めると日中でも暗い。その中で白い目を光らせ、造花を一杯背負った瀬戸物のスワンを守っているかの様に靴箱の上に並んでいる。
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				　　　　　　　＊

				　定年後、本を見て、軍手を紅茶でベージュ色に染め、アルミニウムの針金で手足を自由に曲げられる人形を作った。これを参考に一・三倍の大きさの人形を作り二人姉妹にした。この姉妹人形は今もつぶらな瞳で私をみつめている。  

				　そのころ私は、地域コープの○○会に参加していた。宣伝用にと頼まれて、鰹の縫いぐるみを作る事になった。一匹の鰹を、マジックテープを剥がして頭を切り落とし、二枚開きにし背骨と腸わたを取り、四半身にする。またテープを貼り合わせて元の鰹に戻すという工程を縫いぐるみで作った。苦労した割合に上手く出来ず残念さが残った。

				  コープ活動の一つで、子供と参加の『キッチンシリーズ』が若いお母さんの人気を呼んでいた。二年前、私が○○会を辞める時、今まで作ったどれよりも大きい身丈三十センチ位で、自立もお座りも出来る人形『Ｋちゃん』を作りプレゼントした。
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				白地に赤のドット模様の三角巾とエプロンドレスをつけ、買い物袋を持たせた。あのＫちゃん、今ごろ何処で、立っているのかお座りしているのかな…。
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				　　　　　　　＊

				　ここまでの縫いぐるみ作りは、色々と工夫、苦心しながら出来た物を、お渡しした時の嬉しそうなお顔を思いながら、楽しく続けてきた。

				　だが昨年二つのタオルで作った兎は、何とも複雑な思いだ。一応身内とすべきか、難病と診断されたＳさんは、今は入院生活を送っている。生活といっても話すことも動くことも出来ず、鼻からの流動食で、何を考え何を感じて横たわっているのか、全く反応してくれない。発病して二年半経過した。Ｓさんが難病と診断された六カ月後、その夫は血管病で急逝した。一人残されたＳさんの肉親は近くに誰もいない。

				　そのＳさんに二つの兎の縫いぐるみを、自分の手の爪で、反対の腕を引っかかないようにと、両腕にだっこさせている。先日お見舞いに行った時、クリーニングした兎の耳が少しほつれていた。三代目を作らねばと思うが、少々気が重い。
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				　　　　　　　＊

				 　『縫いぐるみと私』をもっと楽しく書き終わらせたかった。それには何か可愛い物を創作しようか、今からでも遅くはないと思うのだが…。
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				金田　七夫
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				　何でもありの世界

				　そう深く考えることもなく、営業という職種を選択する中で入社を決めた会社は特段の技術も開発力も資産もあるわけではなかったが、歴史と一等地にある広大な土地だけは他にあまり例のないものを持っていた。その後の仕事で自社の来歴を紹介すると、昔の事を懐かしむ方々には親しみのあることだったのであろう、久しく昔話とご自分の関わる思い出を長々と話される方が少なからずおられた。高度成長期に差し掛かると世情もさることながら、給与はよそ並みに変わると共に仕事の内容は従来の商慣習にはない荒っぽさも加わってきた。今でこそ業界の自主規制という網がかけられて世の指弾を受ける事は少なくなった様子だが、当時は営業目的を達するためには考えられることは何でもやるというライバル会社は珍しくなかった。しかし、闇雲に結果を求めるやり方は本来の自分の性格には合わず、どちらかというと全体をからめて結果的にはこちらの求めているものにやんわりと答えていただ
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				くという手口（？）であった。でも、そんな柔なやり方では赤子のクビを捻るようなもので、したたかな相手には恰好な餌食でもあったろう。何気なく近況を尋ねる会話の中から、なんとこちらの裏をかく行動をとられ気が付いた時にはすっかりやられていたという事はなんどもあった。当時で云う〝話し合い〟（現在では裏話し合い：談合）で決まった事でも平気で破られホゾを噛むことも茶飯事、業界の人間の顔を見れば常に裏切る人種と思ったものである。今でも〝塚〟と〝富〟という文字のつく苗字の人には警戒感と不快感を持っている。一時期、子供の縁談にこの文字の人が絡んでいれば絶対許さないとまで思ったものである。その後社運をかけるような投資と共に全国いたるところで競合会社と勝つか負けるかの戦いが始まった。この時は正に総力戦ではあったが実際は自分自身との戦いでもあり、昼夜を問わぬ緊張感にとらわれ夜中に突然ベット上に起き上がることもしばしばであった。自分の性格からして真正面から正攻法で進む以外には考えられなかったが、ライバル会社はなんと多額の献金（助成金）を条件にトップ同士で決着を図ろうと裏の話し合
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				いをしていたのである。最終的には〝両者痛み分け〟で大きく業績に毀損をもたらすことは無かったがそれはあくまでも会社サイドの事で自分自身もさることながら、競合会社の社員にしても相当の消耗と人間不信を招いたことではないかと心を痛めている。この営業先が民間機関であれば危惧することは無いが公的施設であっただけに、一面複雑な思いを今でも引きずっている。不幸にしてこの公的施設のトップは早逝してしまった。

				　最前線の現場で働いているうちは〝頭のハエを追えば〟それで十分だったが経験、年齢、業績と共に立場が変わるのは世の常で全国各地を転戦する身となった。個人的な事情で国内であればどこでも単身赴任の覚悟なので悲壮感はまったくなかったが、次々と転戦を重ねた。対外的な戦いでは述べたとおり〝何でもアリ〟の前線だがそれは前線だけではなかった。いわゆる〝後ろから弾〟が飛んでくる現場でもあったのである。往々にして転戦先では〝招かざる客〟と思われる例が少なからず、一旦そうなるとまさに〝後ろから弾〟の状態になるのである。日常の業務では淡々と
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				こなす状況でも人事の評価や移動に関する事態では日頃の言動とは全く異なる報告が上部になされ、ある日突然に思わぬ問い合わせが来て驚くことが間々あった。つぶさに調べてみるとやはりそのみなもとは直属の上司であった。今までに会社の内外共、多々ある修羅場を潜ってきただけに驚く事ではなかったが人の裏表には落胆したものである。図太い神経の持ち主にはあり得ない事であったが、人事評価の面接時に〝部下の腰ぎんちゃく〟を侍らせてアルコールを入れながらの面接とは時代もさることながらそのモラル感は現代にはあり得ない。豪傑というのだろうか？でも、出張の折には〝持参の枕〟でないと眠れない方でもあった。社内の事務所の机の配置については部下に指図して祈祷料を持たせしかるべき占い師に配置図を作ってもらっていた。なんとも人柄を思わせ憎めないが、可哀そうにも定年後、五年にして逝ってしまった。

				　民間会社と云えば〝利益・業績一辺倒〟であるが営業の最前線ではいわゆる軍資金は必要に応じて惜しむことは無い。今の時代ではありえないが、数十年前までは
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				信じられない様な事が罷り通っていたのである。自分の給料を上回る軍資金を使いまくり、加えてタクシー料金はタクシー会社のチケット一冊を常備して切らすことは無かった。新宿から夜半に横浜までは珍しくなく、成田から都内は常時であった。このような金銭感覚であれば常識から逸脱することも多く、なんと自社の役員に向けて軍資金からメロンやシャケ・じゃがいもを貢ぐ者まで出てきてしまった。さすがに役員はたしなめたが、後にこの人が監査役に就いたのは長く〝くすりが効いた〟せいだろうか？　価値観がおかしい？

				　修羅場を潜る仕事はそんなに長く続くことはなかったが、ふり返って心休まるのはやはり人と人との琴線の交わりである。多くの方々の引立てで今日を迎えているが陰になって支えていただいた方々に想いをはせて思い出すにつけても感謝申し上げる日々である。
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				　晩節の出来事

				　田舎に戻って直後からは〝アタマとからだ〟をバランス良く使う生活をしたいと考えていたが、幸い行政の企画で〝農家のサポーター〟を養成する単年度事業があることに気が付いた。早速申し込み、以来五年にわたって通い続けた。幼い頃から山野の活動もさることながら食物も野菜中心にして育っただけにこの学習効果は現在も途切れることなくむしろ自家用の野菜を作ることの面白さの方が優先してしまい本来のサポーターの役目が薄れてきたことに〝反省の思いしきり〟ではあるが、昨今益々充実したものになっており正直やりがいすら感じている。ところで、この間に知り合えた人の紹介で〝成年後見制度〟について学ぶ機会を得たのである。当時ではこの制度はまだ良く知られておらず高齢化社会の進展につれて今ではどなたもがお世話になる可能性の高い福祉的要素を持つ法制度と云える。約三年にわたって繰り返し専門家の講座を受けて一通りの学習により知識を身に着けたものと考え
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				ていた。この講座の終了生で約三十名が任意団体をつくり市民向けの講座を実施したり、継続して学習をしていたが少し〝中だるみ〟の感が出たころに東京大学・筑波大学・山形大学医学部の三学合同で市民後見人養成講座を開催する運びとなった。早速応募して更なる学習を試みたのだがこの事が思わぬ事態を招く遠因となったのである。

				　ある年の新年の昼食会で、この講座の進捗状況について二、三の会員から質問があったので、近況の報告を兼ねて新たなＮＰＯの設立予定と活動の動きを紹介したところ、この挨拶が任意団体の代表にたいして大変に失礼なことだったと、後日言われたのである。まったく心外なのであるが、今までこの任意団体が活動してきた実績に対して新たに同様な活動を立ち上げるのは競合する動きだととらえたのかもしれない。ここまではよかったが、これが伏線になったのか半年後に突然女性の事務局長からメールが来て〝あなたはよそで活動したほうが良いから出て行ってくれ〟〝当会の幹事も辞めてくれ。会員みんながそう思っている〟と通告してきたの
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				である。驚いて真意を尋ねるメールを返信したが的を得た返事はなく、間もなく代表からはなんと〝退会勧告〟が送られてくる事態となった。単なる退会勧告ならばまだ何等かの理由があるのかもしれないと思ったがなんと

				　〝普段からの、尊大で、増長した言い方も非常に不愉快です。これだけ忌み嫌われてしまったら、仕方ないでしょう。会を代表する代表・事務局長が「幹事を辞め、退会して下さい」との勧告です〟　―原文のまま―

				との通告であった。

				　今風に言えば子供たちの〝いじめ〟に近いものかもしれないが、これには大変な驚きと共にひどく裏切られ、傷ついた思いをさせられた。メールの着信も時間を問わず、夜中であったり早朝であったりで着信音が響く度にギクッとしたものである。なぜか夜に寝室のカーテンを引くときに限ってこの着信の音がよみがえり今でも嫌
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				な思いが頭をよぎる。とにかくその真意を尋ねるべくメールやＦＡＸを送ったが肝心の返事は的を得たものでなく、

				　〝これは、議論の対象ではありません。不毛なメールのやり取りは不快です〟

				　―原文のまま―

				　明らかに逃げ腰のものでした。これは前述の現役時代の〝修羅場〟とは違い思わぬ心労となった。若い頃の〝修羅場〟は正に営業現場での戦いでしたから、勝つか負けるかだが、このＮＰＯ活動に対するこの対応は単なる嫌がらせ以外の何ものでもなかった。日頃は大道芸等でボランティア活動にいそしんで、社会的にも評価の高い立場であったはずの人物だが裏には思わぬ一面があったと気が付いた。その後、首都圏で俳句会を共催している友人と話す機会があったが、似たような事が余生を楽しむはずのグループのなかにも時折見かけるとの事であった。
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				　我々のＮＰＯはサロン的な楽しみを求めて活動すると言うよりも何らかの社会的貢献ができればと思って活動をしているので、会員間のエゴの衝突や直情的な思いには囚われないのではあるが、生身の人間としては不愉快なものは避けたいのである。若い時の心の傷もそれなりに〝あとを引く〟ものがあるが時の流れとともに薄れてゆくもの、この年齢になっての思わぬ嫌がらせもなかなか消え去りにくいものである。よく〝晩節を～〟という言われ方をするが、気が付かぬうちに他人に対してこのような失礼がないように重々心がけたいものと思っている。その後、人生の高みに到達された方の忠告があったらしく先方からの詫びがあった。自分は今もこの団体に所属してサロン的活動は続けているが女性の事務局長は依然として顔が強張っている。

			

		

	
		
		

	
		
			
				〝大好きな温泉天国山形〟
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				　♪「広き野を流れ行けども最上川、海に入るまで濁まざりけり」　昭和天皇御歌

				　昭和五十年のある日、私は「俺と一緒に旅をしてくれないか？」とプロポーズされた。その言葉が三十数年に亘る汗と涙の苦労の連続の転勤となるとは二十歳を過ぎたばかりの私は想像だに出来なかった。夫は転勤族で県内各地を何回も引っ越した。故郷のあつみ温泉から清川・山形・高畠・赤湯・山形・大石田・舟形、そして、また。山形へと…。

				　「あつみ温泉」

				　故郷の温海温泉は東北の名湯と言われ、与謝野晶子の「五月雨の出羽の谷間の朝市に傘して売るはおおむね女」と朝市を詠んだ碑がある。横光利一などもたびたび訪れている。その昔、庄内酒井藩の奥座敷として発展した。昭和三十年代の温海川
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				では天然の鮎やはや・カジカ等が釣れ兄弟が釣った魚は夕食のおかずになった。また、海も近いので天然の貝類も沢山食べた。「山や海に遊びに行ったら晩のおかずを取ってこい」と言う母の一声で兄弟は小中学校の時から晩のおかずを取って帰ってきた。母の笑顔が見たかったのだろう。

				　私は、どこに転勤しても、大好きな温泉巡りをした。
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				　「立谷沢」

				　北月山荘は清流立谷川の源流近くに位置し、その昔は金が採取されたと言われる。

				　立谷川の豊富な月山の雪解け水で潤う庄内町（旧立川町・余目町）で採れる米、ササニシキは日本一美味しい米として全国的に認められていた。

				　最初の引越しの日、母は身重の私のために手作りの半殺しと言う「ぼた餅」と「煮しめ」を持たせてくれた。「半殺し」とは物騒な言葉であるが、庄内ではお祝いの時に餅米を半分潰して作るオハギである。

				　その時は、まだ食卓テーブルもなく、ミカン箱に風呂敷をテーブルクロスにして母の手料理を食べたこと。昨日のことのように、映画のワンシーンのように今でも鮮明に懐かしく思い出される。冬には雪が一メートルも積もった。ある日、地元の小学生が雪崩に巻き込まれて、夫が助け出した。当たり前のことをしただけなのに校長先生が深ぶかと頭を下げてお礼を言ってくれた。子供たちを大切に育てる気風
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				があったと思う。

				　もう一つ、山の一軒宿「筍沢温泉」は羽黒山の裏側にある宿でのこと。長期湯治場として隠れた名湯で夕食には庄内浜の新鮮な魚が出され、女性が好む一軒宿で上位に選ばれたのも納得できる。長女の高等学校合格祝で家族で泊まったのは懐かしい思い出だ。

				　余談だが、当時、我が家に定期的にゼンマイやウドなどを持って訪問してくるＫさんという優しいおじいさんが居て、山の神様、仙人のような方だと記憶している。「こんにちは」と言いながら子供たちを遊んでくれた優しい笑顔が忘れられない。我が家の幼い子供たちはＫおじいさんが大好きだった。

				　「赤湯温泉」

				　昭和五十年代の後半から五年間、赤湯に住んだ。温泉街には五つの共同浴場があ
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				り、その中でも、とわの湯や東湯によく行った。どこも源泉掛け流しで熱い温泉だった。家族四人で百円位で入浴できたように記憶している。近所のＵさんやＥさんと家族ぐるみのお付き合いをしていただいて、子供たちを可愛がってくれた。春は烏帽子山の千本桜の下で遊び、夏は市営プール、秋はブドウ狩り、冬は雪遊びなどで四季を楽しんだ。高畠まで足を伸ばして松茸や大粒ブドウ（ピオーネ・オリンピアなど）今思えば贅沢な日々だったと思う。

				　高畠は、浜田広介の「泣いた赤鬼」で有名。民話の故郷でもある。

				　「大石田」

				　大石田の「深堀温泉」は少し茶色の温泉だ。私は自転車でよく入りに行った。「あったまりランド」と云うだけあって、こごえる体を温めてくれた。平成八年から夫と二人で五年間住んだ。山形の子供たちから離れて寂しかった。大粒の雪が二メート
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				ル以上も積もり、冬になると思うと憂うつになった。

				　大石田には、昭和の一時期、斎藤茂吉が住んでおり、最上川の逆白波や虹の大橋を詠んだ詩が残っている。

				　「最上川、逆白波のたつまでに、ふぶく夕べとなりにけるかも」

				　大石田の夏の花笠祭りは、上品な踊りで地元の身障者施設の人々と一緒に踊っていた。住民が共に助け合って生きる「共助の精神」を教えられた。

				　その頃、山形の友人が阿部先生のコーラスによく誘ってくれた。中断していた趣味が復活して生甲斐となった。最初に歌った曲「雛の春秋」で思い出すのは、今でも大石田で四月一・二日に行われる雛祭りでは、嬉しいことに、無料で手作りの鯨餅などを振る舞ってくれた。

				　冬が厳しい分、春の訪れが焦がれるように待ち遠しい。四月になると深堀温泉に
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				行く畦道に出るフキノトウが柔らかくて美味しく何よりのご馳走だった。山形の女性たちは、料理上手な人が多く「山菜一つで様々なご馳走が出来るんだよ」と味噌汁、天ぷら、胡麻和え、白和え、、おひたし、炊きこみご飯などを教えてくれた。

				　「舟形」

				　舟形の若鮎温泉は、高台にあり、清流「最上小国川」の大きな鮎のモニュメントが入口に立っている塩化温泉である。露天風呂から眺める景色は、雄大な月山や葉山が展望でき北海道の風景を彷彿させ、旭川にいる娘と孫たちに思いをはせる。また、冬の雪景色も格別に風情がある。
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				　「蔵王の大露天風呂」

				　大自然の中に大きな露天風呂がいくつもある。硫黄の香りがする白濁した湯花がなんとも言えず気持ちがいい、日本一の露天風呂だと色々な人が褒めてくれる。

				　そして、私にとって温泉は「心のささくれを何時も癒してくれる。」一晩で一メートルも積もる雪との戦い、そして内なる孤独との戦いの日々だった。

				今後、どんな温泉に入り、どんな人に出会うのだろう…

			

		

		
			[image: ]
		

	
		
			[image: ]
		

		
			
				70

			

		

		
			
				〝大切な人々〟

				　『祖父・石太郎』

				　「香もゆかし澄みたる庭の梅の花」　　長女・香澄

				　「意志直く身もすこやかに輝きを」　　長男・直輝

				　これは、今から四十年近くも前のことだが、曾孫の誕生を祝って私の母方の祖父が詠んでくれたものだ。短冊に達筆で書いてくれ、私にとって宝物だ。

				　『母　みす』

				　①「白梅の蕾の固く叔母逝きぬ」

				　東日本大震災のあった五年前に母の死に対し従姉妹のおねえさんが詠んで下さった俳句です。母は八十歳まで懸命に働き、清貧の暮らしを貫き通した昭和の肝っ玉母さんだった。昭和三、四十年代の町中の貧しい子供たちの面倒を良く見た。その
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				子供たちの多くは集団就職で関東方面に多く住んでいると聞いている。

				　母は様々な遺産を残してくれたが、一番の宝は母の友人たちである。しかも全国に居る。北海道増毛に住むＩさん御夫妻は、昭和初期に、温海の米子という小さな漁村の出身で北海道に渡り、懸命に働いて開拓した。

				　北海道の開拓は、明治時代に屯田兵が日本本土から北海道に渡り最初に開拓し、昭和になって人口が増えると共に政府が北海道移民を奨励し、東北の貧しい子供たち（長男長女でない人達）が多く働きに渡った。当時は青函連絡船で行くしかなかった。生きて内地には帰れないと覚悟して水盃をかわして出かけたという。Ｉさん御夫妻も苦労して増毛で暮らし高齢、九十歳になってもおじいさんは現役の漁師でアワビ・ウニ・サザエを漁っ
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				ている。おばあさんは広い畑でジャガイモ（メークイン・キタアカリ）などを作っていて、自給自足で明るく暮らしている。極寒になる北海道の大地で夫婦が力合わせて暮らしている姿は神々しく見えた。現在では、新幹線や飛行機で簡単に行ける時代になったが、何か大切なものを失っているような気がしてならない。

				　②「親恋し　故郷恋し　祭笛」

				　故郷「温海温泉」では私が、もの心ついた昭和三十年代は、お盆の八月十六日、温泉の中心街で毎年盆踊りが行われていた。高度経済成長時代は仮装大会もあった。昭和四十六年ひょっとこのお面を付けて出場し、優勝した。当時は旅館のお客さんと地元の人と一緒に盆踊りをして町は活気に満ちていた。先祖供養の為だと知ったのはその後大分大人になってからのことであった。夏の終わりのもの悲しさを思い出す。
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				　③「故郷の冷気運んでラ・フランス」

				　①②③は、横浜に住でいる山形生まれの従姉妹が作ってくれた俳句だ。「故郷から送られた宅急便のラ・フランスの箱を開けるとひんやりと冷たくて『ああ、山形の冷気だなあ、もう寒いのだなあ』と山形に住む母や弟たちの事を思い出しました。」という嬉しい手紙を送ってくれた。私が昭和六十年頃、赤湯に住んでいた時、初めてラ・フランスを見て「何だ、このゴツゴツした梨は？」と思ったが食べてみたら独特の香り、トロッとした上品な甘さが口の中に広がった。

				　『義母まさ』

				　「地震にも負けない力、男も女も知恵を出し合い共同参画」

				　「お料理も介護も共に汗流すありがとうの笑顔溢れて」

				　男女共同参画一行詩に入選した私の作品だ。

				　今年、平成二十八年一月十二日に九十六歳の姑を見送った。
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				　義母の平和への思い、孫たちへの深い愛情を心の支えとして生きていきたいと思う今日このごろである。
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				ファミリーヒストリー

			

		

		
			
				佐藤　榮一

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			
				76

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				　私が生まれたのは、昭和十六年十月。両親が結婚したのは、一月一日だったとのことである。母の旧姓は大場。実家は、山形市七日町法祥寺の東側である。『法祥寺ものがたり』（著伊藤信一氏　メガネハチヤ蜂屋孝司さん提供）によると～大場家は寺の丁度東隣、昔は八百屋さん、缶詰製造業だったが、現在はお勤め人らしい。だが、寺の借地にマンションを立てたり、昔寺の墓地を寺の許可の下に国の払い下げを受けてアパートを建設したり、寺とは色々交際あった家である。大正七年女の子死没が最初の過去帳である。初代は長右エ門昭和七年没、次は秀太郎昭和四十四年没である。 

				　初代は、指物大工さん

				　原戸籍によると、初代長右エ門の養女（フデ）と養子（秀太郎）の子である母（芳子）は、女八人男二人の兄弟姉妹の二番目の子で双子の一人であったが、片方の子
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				昭和34年頃　法祥寺界隈
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				は生まれて二ケ月で死去している。また、男子二人も一歳未満で夭逝している。 

				　叔母（丸子孝子さん・母の妹）によると、祖母（フデさん）は、河北町谷地の大きな呉服屋の娘さんで、若いときは「ミス花小路」と言われるほどの美人で頭も切れる人だったとのことである。

				　祖父の旧姓は長沼であり、実家は川西町椿の豪農で「ＪＲの小松駅まで他人の土地を歩かないで行ける」ほどの地主であったという。秀太郎さんは、長沼恒松さんの四男とある。

				　初代の大場長右エ門は、山形市下山家の大場長五郎の二男として分家、当初は、指物大工を生業としていたようである。その後、八百屋に転業した。（以上、母の話）
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				昭和16年　母 大場芳子
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				　養子縁組

				　秀太郎さんは、県立置賜農学校（現置賜農業高校）卒業後、母校の教員をしていた。大場の婿養子に入ると、家業の八百屋を手伝いながら「ジュース」や「缶詰」などの製造研究を行い、ついに「大場食品工場」なる会社を立ち上げることになる。中でも、「大場のとんかつソース」や「大場の葡萄の精」は好評で、病気見舞いの品などに大変重宝されたようだ。
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				　手堅い工場経営

				　孫の私から見た祖父である「秀太郎」さんは、「情に厚い」「信義を重んじる」人であった。私が大学の入学当初、下宿先がなく困っていると、東京での取引先の業者が、「不渡りを出しそうになったとき、秀太郎さんに助けていただいた」と宿舎を提供してくれたことがあった。また、東京の下宿に訪ねてきてくれたり、山形に帰って挨拶に行くと「よく来た」といつも「壱万円」を頂いた。当時の仕送りが七千円だったので大変助かった。また、夏休みなどアルバイトと称して桃の缶詰のため、深夜に大森の工場に届いた桃をトラックからおろすだけの仕事の手伝いで予想外の小遣いをいただいたものである。

				　就職してはじめてカメラを私が購入したのがペンタックスの一眼レフであった。感謝の意味を込めて、最初に祖父母を被写体に納めた。その写真は大場家の仏壇に遺影として残っている。
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				　私の知る限り、大場食品工場は、業者間のトラブルは一切なく、信用は厚く順調に会社は経営されていたようである。
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				昭和39年　祖父母 大場秀太郎、フデ夫妻
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				　飛車角抜き将棋とリーマンショック

				　秀太郎さんは、昭和四十四年に他界。その後の経営を婿養子の収治さんがひきついだ。

				　収治さんの思い出は、昭和三十年代のことである。私が小学校五年生頃、「エイちゃん、将棋しねが？」といわれた。コマの動かし方が分かったばかりだったので「ウン、する」と応じた。飛車角抜きで対局してくれたが、一切のアドバイス抜きで「ものの五分もしないうちに」王将をとられてしまった。「もう一回すねが」と言われたが、断った。それ以来、将棋はしていない。また、秀太郎さんと収治さんがいつも「言い合い」をしていた。どうも経営方針をめぐってのようであったが、詳細はわからない。しかし、収治さんが事業を引き継いでからほどなく大場食品株式会社は倒産した。工場や倉庫は、寺の借地であったため借金のかたに取られずに済んだようだ。そこで、そこにアパートを建てて不動産業に乗り出した。営業は、秀治さん（収治
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				さんの長男）が中心になり随分と羽振りの良い状況だった。祖母（フデさん）を見舞いにときおりお邪魔すると、彼は「株」の話をよくしていた。

				　リーマンショックあたりだろうと思うが、何が原因かは知らない。秀治さんが経営する不動産会社は倒産した。持っている不動産物件のすべては高利貸に没収され、残ったのは自分が居住するアパートの一室だけのようである。

				　大正七年に大場家にフデさんと秀太郎さんが養子縁組して築いてきた努力と汗の結晶、信用と多くの財産が水泡と化したのである。
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				私の人生、使い手は私

			

		

		
			
				高橋　由紀子
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				　読み聞かせボランティア

				　平成二十八年六月二十八日、今日もあいにくの雨だ。私にとって五回目の読み聞かせボランティア。そういえば、初めて杉の子保育園を訪れた四月四日も、五月二日も、竹田幼稚園の六月十三日も雨だった。今年は梅雨とはいいながら雨が少なく、関東地方では、ダムの貯水量の減少を憂えるニュースが流れていると言うのに、運が悪い。 

				  木々に囲まれたみどりのもり保育園の駐車場に着いたのは九時四十分、約束の時間までは、まだ間がある。外はまだしとしと雨が降っている。読み聞かせの最後の練習に宛てられる。今日担当するのは、みどりのもり保育園の年中組である。手提げ袋から「うさこちゃんとゆうえんち」を取り出す。この絵本は、十六センチ角と小さいが、絵は簡潔にデザイン化されていて、はっきりした輪郭があり、色も鮮やかで強い。遠くからもよく見え、お話も短いながら、よくまとまっている。「うさ

			

		

		
			
				86

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			
				87

			

		

		
			
				こちゃん」というよりは、「ミッフィー」という名の方で親しまれている、幼いうさぎが主人公のお話である。

				　「あ、え、い、う、え、お、あ、お…………」と発生練習をしてから、左手に絵本をもつ。「うさこちゃんとゆうえんち」と題名を読み、扉を開く。子どもから見て、絵本がわたしのかげにかくれてしまわないように気を付ける。本は親指のつけねに背をもたせかけるようにしてもち、開いたページの下を四本指でしっかりおさえなければならないのだが、これが難しい。何度か繰り返す。「あるひ　とうさんが　いいました。『きょうは　みんなで　ゆうえんちへいこう』……。」
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				『うさこちゃんとゆうえんち』

				福音館書店
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				　車の外からの視線を感じ、目を向けるとＵさんが大きなバックを肩にかけ、傘をさして立っていた。大きめの水たまりをよけながら連れだって園舎に向かう。正面玄関のガラスのドアを開けると、保育士さんが「おはようございます。今日はよろしくお願いします。」と晴れやかに迎えてくれた。事務室でテーブルを囲んで座り、活動内容について三人で打ち合わせをする。Ｕさんの準備してくれたプログラムで、進め方を確認する。「雨降りだから、今日の歌は『 かたつむり』にしましょう。」　十時十分、保育室に向かう。三歳から四歳の二十数名の園児たちが、「何があるかなぁ、楽しみ！」という満面の笑顔で迎えてくれる。起立して、「おはようございます。お願いします。」と大きな声であいさつ。うれしくて私の心も明るくなる。「みなさん、かくれんぼ人形、知ってる？」と、Ｕさんの進行で始まる。「―かっくー、かっくー、かくれんぼ。ちゃわんにおたふくすっぺらぽん」。 これが、お話の世界に入る合図。去年から体験しているこどもたちは、喜んで大きな声で歌う。「雨が降ってかたつむりさんが喜んでいるよ。」「かたつむり知ってるよ。」とこどもたちは両
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				手を動かしながら、つののあるかたつむりをつくり、二番まで朗らかに歌う。

				　次は、絵本、「うさこちゃんとゆうえんち」。 私の出番である。小さな椅子に横座りする。三月にくまさんの会に入ったばかりの私にとっては、前でページをめくるのすら難しく、本がぐらつく。ゆっくり、はっきりと思うものの、緊張で顔はひきつり早口になる。それでも、子どもたちは、場面が変わるごとに、「ぶらんこ」、「つりわ」、「てつぼう」、「きのぼり」、「すべりだい」、「しーそー」と口々に叫び、反応っしてくれる。よかった……。

				  絵本「 じゃぐちをあけると 」。Ｕさんの身振り、手振りを伴った豊かな読みは子どもたちをひきつける。身を乗り出して聴き、「もう一回。」という声をそちこちからあげた。Ｕさんはその要望に応え、二回目をめりはりをつけて読み終えた。身近にある「かがく」の発見に聴き手の心が浮き立っている。

				　「ぺープサート―ふたりのあさごはん」、Ｕさんはけんいち、私は「ねこのみけや」を担当した。月曜日のけんいちの朝ご飯のあとで「ねこのみけやはおかかごはんを
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				たべました。」というのだ。火曜日、同じフレーズの繰り返しに子どもたちは大喜び。水・木・金曜日には、「またあ?!」と大騒ぎ。土、日曜日にでてこないとがっかりするほどの気に入りぶり。繰り返しのリズムが楽しそう。

				　次は、童うた「ぽっつん、ぽつ、ぽつ雨が降る……」「でんでんむしむし……」子どもたちの中に入って歌いながら、一人一人とする手遊び。みんな自分の番が来るのを首を長くして待っている。

				　最後は正座して、おしまいの歌。「さよならあんころもちまたきなこ」「お茶
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				『けんいちとみけやのおはなし』

				子どもの本研究所
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				のみにきてください。はい、こんにちは。いろいろおせわになりました。ではさようなら。」

				  お話をみんなで楽しもうとするこどもたちに助けられ、励まされ、活動を終えることができた。「ゆっくり、はっきり、温かく」と念じてはいるのだが、それどころではない私。Ｕさんや会の先輩のＫさん、Ｈさんの足もとにも及ばない。でも、純粋にお話を楽しもうとする子どもたちの満面の笑顔が、私の心を満たす。絵本のの中のさまざまなよいものが、読み聞かせによって、こどものこころにそして、私のこころに流れ込んだ。

				　保育園を出る時には、雨がやみ、鮮やかな緑を映す水たまりも小さくなっていた。
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				　ハッピーリタイヤー？ 

				　平成二十七年三月三十一日、私は定年退職を迎えた。読み聞かせボランティアを始めたのは、それから一年後である。

				　三十八年間の職業生活を終えた時、私の心は青空のように晴々としていた。それが、一ヶ月もたたないうちに、働かない自分、社会のために何ら貢献していない自分に罪悪感をもつようになった。毎日が家事のみで終わる。ひとつも社会とつながるようなことをしていない。先月までは、映画を見ても、コンサートに行っても、次の仕事が気にかかり没頭できなかったのに、そんな日々すら、輝いていたように思われる……。

				　五月のある日、「広報やまがた」で「第二十九回ボランティアスクール～傾聴講座」の受講生の募集を知った。六月三日から八月二十六日までの全十二回の講座である。「色彩心理セミナー」、「音楽療法体験」、「心を開く話し方、聞き方」、「高齢者体験
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				と講義」、「車いす体験」などが、山形市総合福祉センターで行われる。歩いて行ける距離でもあり、社会福祉協議会の「住み慣れた地域で誰もが生き生きと暮らせる社会をめざしています。」というメッセージに「私も何かの役にたてるかも。」と希望が生まれ、申し込んだ。

				　開講式で出会った受講生は、三十名。その中に、姪夫婦がいて驚く。自営業であるため、休みを利用して来ているということであった。高齢者への理解を深めたいという三十代前半の二人の姿は目をひくと共に、講座会場に爽やかな空気を運んでくれた。

				　各講師の先生の講義はポイントをとらえて分かり易く、知らなかった世界に目を開いてくれた。その都度編成されるグループでの演習は、受講者同士のコミュニケーションを深め、わきあいあいとした中に、実（じつ）のある体験（私の日常生活にも生きる）になった。

				　終盤に行われた「施設実習」はＳさんと「やすらぎの里　金井」で行った。七月
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				二十九日、八月五日、十九日と非常に暑い三日間だった。施設も職員の方も明るく、温かく、不安も吹き飛んだ。「心のこもった会話」という自己の目標をもって利用者の方々に関わろうとしたが、障害の度合いも性格も個々に違いがあり、どこまで手助けをしていいのかということにもとまどった。だが、心を開いて話してくれた自分の半生への思いや手足の動かない苦しみなどに寄り添って聴くことができ、心の距離を縮めることができたかと思う。

				　講座の最終日は修了式。三十名全員が修了証書をいただき、今年度の受講生の活動名を「福２９（ふくふく）」と決定した。今後の活動の情報交換の時、担当の方から山形病院見学の紹介があった。私は若い方の支援をしたいと思っていたので、関心のある人たちと共に見学を希望し、作業援助一時間と生活援助一時間の計二時間を月二回行うことにした。九月から、布の裁断と第三病棟での傾聴を始めた。十月からは、傾聴に加え、患者さんへの本の朗読も入れた。十一月のある日、「読み聞かせもできるんですか。」と保育士さんに聞かれた。「一対一だからなんとかやれ
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				ているだけで……。読み聞かせの勉強をしてからやります。」と答えた。この時の、期待を裏切る自分の言い訳が、ずっと心に残った。

				　十二月の半ば、「感染症予防のために次回の活動は中止となります。」と山形病院の療育指導室ボランティア担当者から連絡があった。しばらくは、この状態が続くだろう。読み聞かせの勉強をするにはよいチャンス。すぐ、山形市立図書館に電話をして尋ねると「それなら、くまさんの会がいいでしょう。」と紹介してくれた。代表のＫさんに連絡し、山形病院の読み聞かせにつなげたい旨を伝えると、見学を快く引き受けてくださり、水・木曜日は図書館で読み聞かせをしていること、一月六日にはききみみの会と連携して、上山療育訓練センターで読み聞かせをすることを教えてくださった。

				　十二月十六日、「絵本で遊ぼう（二～四歳児向け）」を市立図書館の集会室で見学。担当はＯさんだったが、Ｋさんも来てくださった。十時三十分から十一時まで、人形あり、遊びあり、絵本あり、童うたあり。絵本の読み聞かせだけと思っていた私
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				は充実した三十分に感嘆した。幼児も母親も一瞬も退屈する間がない。終わると好きな本を借りて、「楽しかったねぇ。」と言って帰っていく。

				　年が明けた六日、療育訓練センターでの活動を見学した。ききみみの会のかたも加わり、総勢八名。車いすの子どもさんの間を回り、絵本や歌、遊びをとおして全員と触れ合う。明るく温かくアクティブ。これが、山形病院でできたら、どんなに素晴らしいことだろう。　

				　「絵本で遊ぼう」の数回の見学を経て、三月十日、「くまさんの会例会」に参加した。新入会員として迎えていただき、四月の予定と担当、検討内容について話し合った。そこで新たに知ったことは、市立図書館での活動のほかに、訪問している幼稚園や保育園が六カ所あること。べにっ子広場や他の施設、保育士さん研修の講師など、依頼を受けて行っている活動も多いこと。あわせてききみみの会にも入っている人もあり、さらに活動が多いこと。ここまでくると、ボランティアとして行う範疇をこえているように思った。さらに、創作人形劇団や創作紙芝居の会を主催して
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				いる人もいる。太極拳とコーラスのある水・金曜日を活動予定に入れていない私など申し訳ないくらいだ。

				　山形病院の読み聞かせについては、四月十四日の総会でききみみの会の総会を経て、連携して実施することが承認された。四月二十六日、山形病院で読み聞かせボランティアについて打ち合わせをする。くまさんの会のＫさん、Ｈさん、人形劇のＭさん、ききみみの会のＩさん、そして、私の五人でボランティア担当の方二名と話し合いをもった。その結果五、七、九、十一月の奇数月に一回ずつ実施することが決まった。十一月は人形劇団
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				『たんぽぽ』

				福音館書店
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				「とんとん」が担当することになった。   

				　五月十三日、山形市立図書館で読み聞かせの内容の打ち合わせをした。二十七日、十一時から第二病棟で活動を行った。三十名をこえる患者さんが車いすで集合していた。年齢層も多岐にわたり、状態も一人一人に違いがある。楽しんでもらえるかなぁと心配で顔がひきつったが、プログラムが進むにつれ、歌や絵本「おひさまあはは」・「たんぽぽ」や手遊び「おはながわらった」「にぎりぱっちりたてよこおはな」を喜んでいるのがわかった。新入りの私は、歌や手遊びを一緒にすることしかできなかったが、ゆっくり、はっきり、一人一人に笑顔で語りかけるようにを心がけた。 最初は固かった方も表情が柔らかくなり、最後には、「タッチ」と両手を差し出してくれた。一人一人が心地よい時間を持ったと思いたい。

				　次回は、七月十五日、第三病棟である。去年、「読み聞かせはできますか？」と声をかけてくださった保育士さんに「やっと、約束が果たせました。」と伝えることができる。

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			
				99

			

		

		
			
				　エクスプレス（考え・思いなどを言動で表現すること）

				  退職してから足を踏み入れた活動が、次の活動につながり、自分の力を生かしたい、社会と結びつきたいという願いを叶えることにつながった。友人に勧められて始めたコーラスと太極拳も発声や活力など、私の得たことが読み聞かせにも生きていると感じる。

				　「やってみたい。」という気持ちを伝え、行動に移したことで、生活が変わった。ものごころがついてから六十歳まで、学校や職場で過ごした時間が人生の大きな部分を占めていた。しかし、退職し、子どもたちも独立した今、私は全ての時間を自分の意志で使うことができる。そのことに鬱々としていた一年前がうそのようである。「私の人生、使い手は私」と言い切れることの幸せを思う。　　

				  くまさんの会は発足してから三十年であるという。Ｋさんたちは、ずっと読み聞かせのボランティアを続けている。「すぐれた絵本は子どもの感じる力を育て、も
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				のを見る目を育てる。」「本当にいい読み方は、読み終わった時に物語の世界が、聞いた子どもたちの心に残る読み方。」「読み手が楽しんで、心を込めて読んで。」と教えてくださった。 読み聞かせは、子どもの心を育む大切な活動である。 これから先、私が三十年生きて、読み聞かせを行うことは難しいが、できる限りこのボランティアを続けていきたい。子どもたちと豊かな時を過ごしていきたい。

				  この決意を、今まで私を受けとめてきてくれた夫に、最初に伝えようと思う。

			

		

	
		
			
				昭和初期の記憶

			

		

		
			
				吉田　勇一
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				　七十一年前の記憶

				　私は現山辺町畑谷に昭和十二年二月に生をうけました。昭和二十年の春私が八歳の時、太平洋戦争（大東亜戦争）も激しくなり厳しい状況にありました。この年の三月頃から東京始め全国いたるところ空爆され東京から疎開してくる人、村の若者が戦地に出兵する人を村中の人で小旗を振りながら見送った記憶があります。軍服姿で元気で「お国のために頑張ります」と挨拶したあの兵隊さんはいま、どうしていることでしょう。当時小学校の授業中でもＢ29が襲来すると非難命令がでて各クラス毎（約五十名）防空ズキンを被り学校の裏山の杉林に避難した経験が幾度かあります。夜は電灯を被うように暗くして休むのが通例でした。あの頃は落ち着いて勉強ができないように思はれます。当時食料が不足していた頃なので学校で畑を借りて、豆や馬鈴薯作りの実習が、週に何回かあり級友と一緒に栽培しています。学校の庭に防空壕を作る準備も始まっていました。その年の八月十五日天皇陛下の日
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				本国民へ玉音放送の、お言葉があると云うので隣の家にラジオ放送を聞きに行きましたが、私には理解できず、大人の云うには日本が負けたと聞かされ、これからの生活がどうなるのだろうと子供ながら思った記憶があります。

				　終戦後は食糧事情が悪く家族が八人だったので自給自足の生活が続きました。白米に千切り大根を半々にして食たり、そば粉で作るカイモチ、冬はカボチャに二～三合のモチ米を入れて食べるのが毎日でしたから「肌の色が黄色になってきた」などと言っていたのを聞いた覚えがあります。又鶏、うさぎ、やぎ、を飼育し卵と肉、やぎ乳を自給する生活でした。衛生面も悪く玄関のすぐ左に農耕用の牛を飼っていたので家中ハエがすごくハエトリ紙や、まるガラスのハエトリ、ハガマに付いたハエを杉葉火で焼き殺す方法で駆除していました。

				　俳人松尾芭蕉の「蚤虱馬の尿する枕もと」とありますが、まさに「ハエ虱牛の尿する枕もと」と変わりない農耕の生活でした。あの頃の生活も懐かしく父母には子供を養育する苦労があったろうと思われます。
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				　七十一年前の沖縄での戦争犠牲者を追悼する慰霊が行われていますが国内の犠牲者はもとより外国の犠牲者も多く尊い命に哀悼の意を捧げ、争いのない平和な国にしたいと祈る思いです。
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				小学２年の頃　兄弟５人と
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				　小中学校の思い出

				　昭和十六年十二月に太平洋戦争が始まり、十八年小学校に入学できたあの頃の戦況は「祖国一団となって天皇陛下のため戦え」のスローガンのもと、天皇を神と敬い学校の敷地内に奉安殿をまつり入下校の時は必ず拝むように忠誠した時代でした。そのことが当たり前で、子供心には、なんのわだかわりなく、普通におこなった行為だったと思います。家族九人私の兄弟が六人で、姉三人で長女と年の差が十二年あり、妹が二人で末っ子との年差が十一年違いなので、下の子を子守しながら家業を助けて働くのが姉の役目でもありました。当時の衣料にしても、蚕のクズ繭から糸にして機織りをして反物を作り、冬仕事に着物作り作業をしている母の姿が目に浮かびます。長女の嫁入り着物、布団はすべて手作りと聞いています。住まいは、十六畳の部屋に炉端があり夏は板敷にして冬は土間敷の（稲藁を敷きその上に藁で織る敷物）居間でしてから暖かい部屋になります、炉端の炭火でコタツに暖をとり、
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				コタツの回りに布団を敷き兄弟一緒に休んでいます。生活そのものが兄弟の絆と助け合う心を強くしていたと思いです。食べ物の流通がなかっただけに、納豆・梅干・味噌を、すべて自家手作りで、食べています。空腹の時には母の味噌おにぎりが、とてもおいしく食べた事が思いだされます。学校での事業も、イナゴ、ワラビとり薪運びなどで運営資金を得た事が懐かしい記憶となっています。

				　学校に登校時の思い出としてカボチャ転がしをして通学したこと記憶にあります。自宅から二キロ位、道巾が二・五メートル位くねくねした下り坂なので、カボチャを路外から落ちないように守りながら、六～七名の通学班で「ソレー守れー」と叫びながら登校するのも幼い時の楽しいひとときでした。又春の神社祭（五月三日）には出店があり青年団男女の歌や踊りで賑わい村中で見物する習わしで、ひと時の演芸会を楽しんでいます。夏にはビー玉遊び、パッタ、セミやトンボとりをしました。また目の前が小川と田んぼでホタルの乱舞する自然豊かな里で、家族でよくホタル狩りを楽しみました。真夏にはなんといっても水遊び、小学校の低学年の頃は
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				川の堰を止めて泳ぎの練習をしてどうにか泳げるようになりました。中学校になると二キロ先の、大沼まで歩いて水泳に行きましたが、あの時いたましい出来事がありました。女子班が大沼で水遊び中、水深三メートルのところで溺死したことを覚えています。

				　あの時私達は対岸で遊んでいたのですぐ駆けつけ、みんたで水に潜り探しあてたのですが、すてに帰らぬ幼子でした。今みたいにプールがあったらと云う思いで残念でなりませんでした。

				　冬はスキー、ソリのり、雪合戦と天候の良い日は夕方まで遊ぶ毎日でした。スキーも村の大工さんにつくっていただいたもので、スキー靴も藁作りでストックなどは自前で作っていました。近所の坂道や自前ゲレンデを作り滑った記憶があります。学校に登校するときもスキーを使用したしたことが、たびたびあります。

				　あの頃遊びを考え、楽しく毎日を過ごした思い出にのこる一ページです。

				　現在は衣・食・住が豊富で何でも買える世の中になっていますが人と人のふれあ
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				いと信頼できる絆があれば悲惨な戦争は起きないものと、普段何事もない生活が幸せを感じるこの頃です。
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				長女と私
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				　伊勢湾台風の思い出

				　昭和三十四年九月二十六日伊勢湾台風があり、当時私は現山辺町畑谷に住んでいました。昔は作谷沢畑谷になっており今は「まんだらの里」と呼ばれています。南に白鷹山（九九四メートル）東に東黒森山（七六六メートル）西に西黒森山（八四六メートル）北に館山（畑谷城五四九メートル）があり、その真下に私宅があり、山深い盆地になっています。畑谷は昔から他の部落より風の強く吹く所といわれています。台風の情報は当時ラジオで放送を聞き伊勢湾に台風が上陸、風速六十メートルで北東に進み山形県にも台風が襲来してきました。白鷹山方面から東回りにものすごい風が波状のように、うなり声をあげてゴォーゴォーと吹く風は不気味さえ感じられました。

				　風が強くなるにつれ村中を歩く人影はなく、ホーホーと云う高声が何回か聞いています。後でわかったことはあの声は鎌を風の方角に立てて風を追い払う声だっ
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				たと聴きました。何か吹きとばされるガランガランと云う大きな音を聞いています。私の家は南向きの高台に六十坪位のワラブキ屋根で外戸が障子張りの格子戸でした。何故か強風に不安を感じ親が私に障子戸を押さえているように命じたことを覚えています。もし障子戸が倒れでもしたら家もろとも吹き飛ばされるような気配だったと思います。

				　私はあの時両手で障子戸を必死で押さえていたが、押さえている手と障子戸が内側に弓なりになる感じを記憶しています。強風との格闘が数時間続いたと思います。あくる日、自宅の被害があきらかになりましたが、ワラ屋根の一部が一メートルくらい大きな穴を開けられ、屋根の頂上部分のグスが吹き飛ばされていました。

				風穴が出来たと云うことは家の中に突風が入り内側から外に吹き抜けたと思われます。それに裏山の松の大木（樹齢二百年位）が二本根っこからひっくり返り倒れていました。館山（畑谷城）の中心の大木と北面の大木が、まさに三メートル位の巾で風が道を這うように大木をなぎ倒していました。その台風のエネルギーに驚嘆し
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				た体験は忘れられない出来事です。
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				館山（畑谷城）の大木が中央部分が倒れていますー自宅（中央）
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				　昭和二十七年（十五才）～四十年代（二十八才）の私

				　昭和二十七年中学を卒業。クラス五十三名中十名が高校進学でした。あの頃は長男が跡継ぎで次三男が就職する事になっている時代で、東京方面に就職した人が数人おります。私の家は小規模農業だったけど上山農学校に進学させていただいております。一学年が男三クラスと女一クラス全クラスで百六十名です。通学が遠いため学校の寮に入ることになり、一年生の入寮が四名で先輩四名と寮の舎監の先生で九名の団体生活をして学校に通いました。寮規定があり勉強と遊びは常に友人と行動を共に暇さえあれば将棋をし、時には相撲とり、ラジオで野球や力道山のプロレス放送を聞いて愉しんだことがあります。

				　一～二年生が炊事当番で一ケ月一斗二升（十八キロ）の米と学費と寮費が月三千円位必要だったとおもいます。炊事等は始めてなので先輩の指導のもと一日四合の飯を食べましたがそれでも足りない空腹を覚えています。寮に風呂がなかったので、
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				夏冬—週二回上山の川島旅館まで約三キロの片道を徒歩で、風呂もらいに行った記憶があります。春は行在所でクラスの花見、秋に取り立ての野菜を学部毎でリヤカーを引いて上山市内まで売りに言った事を思いだします。

				　昭和三十年の春に卒業、寮の同級生四名はそれぞれ故郷に帰り農業を営んでいます。私の家業は稲作と養蚕（二回）でした。すでに姉三人は嫁いでいたので父母と農作業に従事しています。稲作農業も牛を使っての耕しで田植えも手作業で親戚の田植えが終るまで一週間位やり体力もきついが夜の食膳に酒を交わす一杯と世間話が、なによりの交流の場でした。

				　養蚕は、家中に蚕棚で飼育していたので、食事や寝室も蚕から追い出されるような生活をしています。よく母と一緒に桑摘み蚕の食べ滓を除き取る作業をやった事を思いだします。農業は繭と米の生産が収入源でしたので夏の農作業は忙しい毎日を過ごしています。昭和三十三年頃よりようやく耕運機が入り運搬と耕すことが、だいぶ楽になっています。昭和三十四年～三十六年の頃は青年団活動がありお盆に
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				は蔵王温泉に一泊することが、なによりの愉しい慰労でした。秋には青年団で稲番をしています、田んぼに藁小屋を作り二人で夜番し稲泥棒の予防に巡回する事です。稲番の報酬として部落からモチ米とお金を頂き集会所でモチとお酒で宴会することがなによりの秋の収穫祭が楽しい記憶として残っています。冬は藁仕事で、はけご、みの、藁靴、背負い縄、等を集会所に集まり藁加工で過ごしています。三月に校友会があり青年団として演芸参加に出場する踊りと演劇の練習が週三回位あり異性交際の場でもありゴールインした組もありました。あの頃の私は交流場を持ち、よく暮らせたことが懐かしい思い出になっています。

				　昭和三十七年（二十五才）～四十年（二十八才）頃は冬期間の現金収入に出稼ぎをしています。主に土木工事で三重県のダム工事、名古屋の地下鉄工事、羽田空港の格納庫、水路の掘削などの工事で働いています。当時は高度経済成長時代だったので東北からの出稼ぎが多く吉幾三の津軽平野の歌があるように出稼ぎ夫婦は五ケ月も離れ離の生活をやって家計を補う年代だったと思います。昭和四十年に自動車
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				免許取得してから山形市内にバイクで勤めるようになり収入を得るため働いています。五十年～七十一年前の体験を思い出してみましたが、昭和四十二年に、ある出逢いで結婚し二人の男子に恵まれ今は内孫二人に外孫が二人です。父母と姉三名も他界、妹も二人共、胃癌で他界、妻も膠原病に長年通院肺炎で他界して九年目です。

				　悲しい経験を幾度となくしてきましたが、父母のくれた命を大切に、家族の絆と一期一会を大切に生きて行きたいと思います。
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				昭和38年頃　父母、次女夫婦と私
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				加藤　大鶴

			

		

		
			
				東北文教大学短期大学部

				総合文化学科准教授

			

		

		
			
				　　コミュニテイを支えることば

				　いつだったか、コミセンでの「南山形ことば調査」の打ち合わせで、「先生、山形弁はまだ話さんねの？」と言われることがありました。弱ったな、と思ったのは自分でもなぜだろうと心のなかで思うからです。どうだべ、くらいの軽口を南山形のことばで自由にたたいてみたいという気持ちは私にももちろんあります。コミセンで講演させていただいた折に南山形ことばのいくつかで例文を作って「発音」してみたところ、「うまいねえ」と南山形ことばの「先生」からお褒めをいただいたことがあり、ようやく何かの端っこに座れたような心持ちがしたものでした。かようにして言語研究者の矜持をフル稼働すれば、清く正しく美しい南山形ことばを話すことも、私でも少しはできるようです。

				　でもその矜持とやらが要らぬ働きをして、私に口をつぐませているのかもしれません。「完璧な南山形ことば」でなければ恥ずかしい。ニセモノの南山形ことばで、ずかずかと踏み入っ
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				て後ろ指をさされるのではないか。考えすぎだという声も聞こえてきそうですし、「完璧な南山形ことば」なんてものが存在しないことは、調査報告書からもさんざん教えられることです。考えてみれば、これは「完璧な標準語」が存在しないのに、標準語をおそれる心のあり方と表裏一体をなしていますね。ことばは名前を持つ誰かと話し交流するための道具でもあるのに、その道具に恥じて交流の足取りを重たくさせるなんて不思議なものです。

				　かつての方言弾圧時代から、方言と標準語の共生期を経て、現代では方言に価値を置く時代になった、とは方言研究の「自分史」が教える毀誉褒貶です。ことばの価値は時代の力によっていくらでも変わってしまう。変わらない普遍的な価値があるとすれば、そのことばで誰かと話し交流することでしょう。どんなことばであれ、それがコミュニティを支えるという立場にたつ。そうであれば完璧でない南山形ことばにも自信が持てそうですが、なかなかに矜持とやらのほうもしぶといようで、ご勘弁をいただければ。
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				　　「南山形地区とのつながりを未来につなぐ」

				　前回の南山形文庫では、本学科のご紹介と南山形地区とのつながりとして、在宅高齢者訪問活動の展開について書かせていただきました。この地域活動を介護福祉士の養成教育に導入してから平成二十七年度で十年を迎えることができました。その成果を記念誌として作成し、南山形地区の方を中心に山形県内に配布いたしました。これもひとえに、南山形地区の皆様のご理解とご協力の賜物と心より感謝いたします。この自分史を作成しておられる悪原様や長谷川様にも、学生の訪問先としてご協力いただきました。また、立ち上げ当時に訪問先をご紹介くださった当時の会長様が、十年の時を経て学生の訪問先としてご協力くださいました。授業として行う訪問活動は、同じお宅に二回訪問し、その後大学で開催するぶんきょうサロンでおもてなしをするという流れです。この触れ合いの時間は短くても、学生と訪問先の方々との関わりは、まるで孫と祖父母のような互いを思いやり

			

		

		
			
				東北文教大学短期大学部

				人間福祉学科准教授
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				合う関係性を築いているようです。一回目の訪問では緊張感が強く思うような会話のやりとりができなくても、二回目では打ち解け、時間を忘れて話が弾むようになります。その後のぶんきょうサロンでは、お世話になった訪問先の方々に楽しんでもらいたいという思いから、一人ひとりが主体的に行動できるようになります。交流会で披露する合唱曲

				「リンゴの唄」「365歩のマーチ」、ＮＨＫ連続ドラマ小説主題歌「365日の紙飛行機」「花束を君に」では、会場が一体となり感動的な時間が流れます。みんなの笑顔があふれるこの活動の意義は深いものがあり、教育効果も高いといえます。

				　今年度、この活動について地域振興を図ることを目的とする「平成二十八年度地域課題解決実践活動モデル事業」に申請し、訪問活動の際、学生による在宅高齢者のニーズ調査（聴き取り調査）を行いました。まだ中間報告の段階ですが、高齢者世帯が抱える課題として将来への不安感がり、安心して暮らしていくための人との関わりや施策の充実を求めていることが把握できました。

				　地域をキャンパスとし教育いただいていることに感謝し、この貴重な体験を活かして将来地域社会を担う介護福祉士として還元できればと願っております。
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				　　あとがき

				　最近「自分史人気が高まっている」といわれ、新聞や雑誌等で取り上げられることが少しずつ増えてきました。

				　二年前の九月、南山形コミュニティセンターで、初めて自分史講座を開催させていただき、今回で三回目を迎えることができました。受講してくださった方の作品『南山形文庫』も三冊目です。

				　自分史をつくるとさまざまなメリットがあります。生きてきた証を残せる、自信、自尊心が高まる、生きがいがみつかる、コミュニケーションを深められる、脳を活性化できる、等々。そして、何よりもつくること自体が楽しいということです。また、自分史は文章だけでなく、写真、絵、映像、インターネットを活用したもの等、いろいろな形がありますが、今回もみなさんには文章で表現していただきました。　初日の講座で自分の人生の十大ニュースを書いて、その中からテーマをみつけて自由に文章を綴っていただきました。記憶の奥にしまい込んでいた、いろいろな思い出がよみがえったことと思います。短い時間
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				でよくまとめてくださいました。

				　自分史講座の告知は、「南山形コミセンだより」と、今回、初めて山形市の市報「広報やまがた」に入れたことで、南山形地区以外の地域からもご参加いただきました。

				今回も講座開催にあたり、南山形コミュニティセンターの荒井事務局長、担当してくださった伊藤さん。原稿を寄せていただいた、東北文教大学短期大学部の加藤先生、横尾先生。毎回、物書きのプロとして的確なアドバイスをしてくださる斎宮さん、そして、受講いただいたみなさんのおかげで無事に終了することができました。

				　みなさん、これを機にもっと自分の作品を書き続けていただけたらうれしく思います。私共もさらに自分史について学びを深め、次につなげていきたいと思います。

				　ありがとうございました。自分史でつながったご縁に感謝します。

				　　平成二十八年七月

			

		

		
			
				
					伊藤  洋子

				

			

			
				
					一般社団法人自分史活用推進協議会認定

					自分史活用アドバイザー
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